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の
中
国
紙
「
チ
ャ
イ
ナ
・
デ
ー
リ
ー
」（
英
字
紙
）
は
社
説
で
、
台
湾
問

題
に
つ
い
て
「
習
近
平
・
国
家
主
席
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
わ
れ
わ

れ
は
血
肉
で
つ
な
が
っ
た
同
胞
だ
。
そ
の
血
が
水
よ
り
も
濃
い
一
つ
の

家
族
だ
。
中
国
本
土
は
＂
家
族
問
題
＂
を
解
決
す
る
あ
ら
ゆ
る
方
策
を

見
い
だ
す
た
め
に
、
誠
実
さ
と
忍
耐
を
示
し
て
き
た
。
今
度
は
蔡
氏
が

返
礼
す
る
順
番
だ
」
と
述
べ
た
。

し
か
し
、
上
述
の
通
り
、
蔡
英
文
総
統
と
習
近
平
・
国
家
主
席
に
流

れ
て
い
る
「
血
」
は
同
じ
で
は
な
い
。
そ
し
て
大
半
の
台
湾
人
に
も
、

幾
分
か
原
住
民
の
血
が
流
れ
て
い
る
。

中
国
は
、
台
湾
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
「
あ
ら
ゆ
る
方
策
」
と
し

て
、
台
湾
に
向
け
て
千
発
を
超
え
る
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
し
、
非
平
和
的

手
段
に
よ
る
台
湾
吸
収
の
準
備
を
進
め
、
台
湾
の
国
際
生
存
空
間
を
狭

め
る
た
め
に
外
交
的
圧
力
を
か
け
続
け
て
い
る
。
さ
て
、
蔡
英
文
総
統

は
そ
の
中
国
に
ど
の
よ
う
に
「
返
礼
」
す
る
だ
ろ
う
か
。

◆

台
湾
の
歴
史
を
集
約
し
た
蔡
英
文
総
統

蔡
英
文
総
統
の
父
は
、
南
部
・
屏
東
の
富
裕
な
客
家
系
だ
が
、
本
人

は
台
北
で
生
ま
れ
た
。
母
は
福
建
系
の
、
台
湾
で
多
数
派
の
河ホ

ー

洛ロ
ー

人
で

あ
り
、
祖
母
は
原
住
民
の
パ
イ
ワ
ン
族
の
血
筋
で
あ
る
。

あ
る
と
き
原
住
民
テ
レ
ビ
局
の
取
材
が
あ
っ
た
の
で
、
蔡
英
文
が
「
私

は
原
住
民
に
見
え
ま
す
か
？
」
と
記
者
に
尋
ね
る
と
、「
見
え
ま
す
。

あ
な
た
の
目
（
眼
睛
）
は
原
住
民
の
目
だ
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
時
の

こ
と
を
、
五
年
前
に
出
版
し
た
自
伝
﹃
洋
葱
炒
蛋
到
小
英
弁
当
│
蔡
英

文
的
人
生
滋
味
﹄
で
「
私
の
皮
膚
の
下
に
は
、
祖
母
の
原
住
民
の
、
父

の
客
家
の
、
そ
し
て
母
の
河
洛
人
の
血
が
流
れ
て
い
る
と
思
う
と
、
大

き
な
力
が
満
ち
溢
れ
て
き
た
」
と
書
い
て
い
る
。
蔡
英
文
総
統
は
、
真

に
台
湾
の
歴
史
を
集
約
し
た
存
在
な
の
で
あ
る
。

一
月
十
六
日
の
総
統
選
挙
で
大
勝
が
伝
え
ら
れ
た
直
後
、
十
八
日
付

日
本
は
今
こ
そ
経
済
と
安
全
保
障
の
両
面
か
ら
蔡
英
文
政
権
を
支
え
る
べ
き

蔡
英
文
総
統
の
新
・
民
進
党
政
権
と

新
た
な
日
台
関
係

浅あ
さ

野の

　
和か
ず

生お

平
成
国
際
大
学
教
授
・
常
務
理
事

昨秋の来日時、励ます会で必勝ダル
マに墨を入れる蔡英文氏（2015年10
月 6 日、ザ・キャピトルホテル東急）
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◆

新
た
な
民
進
党
の
出
発

昨
年
は
、
台
湾
に
民
進
党
が
誕
生
し
て
三
十
年
の
節
目
の
年
で
あ
っ

た
。
民
進
党
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
系
統
の
反
・
国
民
党
の
闘
士
が
寄
り
集

ま
っ
て
結
党
さ
れ
た
の
だ
が
、
こ
れ
が
民
進
党
の
活
力
の
源
に
な
る
と

と
も
に
、
派
閥
争
い
が
起
こ
り
や
す
い
弱
点
の
本
と
も
な
っ
た
。

そ
の
上
、
非
合
法
時
代
か
ら
の
党
歴
を
誇
る
人
が
い
る
一
方
で
、
九

〇
年
代
の
民
主
化
以
後
、
あ
る
い
は
二
〇
〇
〇
年
の
政
権
獲
得
以
後
に

入
党
し
た
人
々
も
い
る
た
め
、
派
閥
と
世
代
の
二
つ
の
要
素
が
も
つ
れ

あ
っ
て
、
民
進
党
の
一
体
化
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
流
れ
を
変
え
た
の
は
、
二
〇
一
四
年
の
「
ひ
ま
わ
り
学
生
運
動
」

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

二
〇
一
四
年
三
月
十
六
日
、
五
月
の
民
進
党
主
席
選
挙
に
向
け
て
、

謝
長
廷
、
蘇
貞
昌
と
蔡
英
文
の
三
氏
の
出
馬
表
明
が
出
そ
ろ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
二
日
後
の
三
月
十
八
日
、
馬
英
九
政
権
の
中
台
サ
ー
ビ

ス
貿
易
協
定
締
結
に
反
対
す
る
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
、
立
法
院
本
会
議

場
を
占
拠
す
る
「
ひ
ま
わ
り
学
生
運
動
」
が
起
こ
さ
れ
た
。
こ
の
運
動

に
よ
っ
て
、
台
湾
の
誰
も
が
、
台
湾
存
続
の
危
機
を
改
め
て
確
認
す
る

と
と
も
に
、
若
い
世
代
の
圧
倒
的
な
活
力
と
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
高
ま
り
を
深
く
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
学
生
が
立
法
院
を
明
け
渡
し

た
の
は
、
四
月
十
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
主
席
立
候
補
の
受
付
が
開
始
さ
れ
る
四
月
十
四
日
、
蘇

貞
昌
と
謝
長
廷
は
「
党
内
の
分
裂
を
避
け
る
」
等
の
理
由
で
不
出
馬
を

表
明
、
総
統
候
補
は
蔡
英
文
に
一
本
化
さ
れ
た
。
学
生
運
動
の
形
で
噴

出
し
、
多
く
の
市
民
が
同
調
し
た
中
台
融
合
路
線
へ
の
批
判
と
、
新
た

な
政
治
を
求
め
る
若
い
世
代
の
熱
気
を
受
け
止
め
ら
れ
る
民
進
党
の
新

た
な
リ
ー
ダ
ー
は
、
蔡
英
文
を
お
い
て
他
に
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
蔡
英
文
主
席
の
下
で
戦
わ
れ
た
同
年
十
一
月
の
統
一
地
方
選
挙

で
、
民
進
党
は
圧
勝
し
た
。
六
大
都
市
の
う
ち
四
つ
を
民
進
党
公
認
候

補
が
制
し
、
首
都
台
北
市
で
も
民
進
党
が
支
援
し
た
反
国
民
党
の
無
所

属
候
補
、
柯
文
哲
が
勝
利
し
た
。
も
は
や
、
民
進
党
は
、
台
湾
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
重
視
す
る
誰
も
が
支
持
で
き
る
、
開
か
れ
た
政
党
と
な

っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

国
民
党
は
、
朱
立
倫
が
、
新
北
市
長
の
座
一
つ
を
守
る
の
が
精
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
。

昨
年
二
月
、
民
進
党
で
は
総
統
選
挙
立
候
補
者
の
受
付
を
予
定
し
て

い
た
が
、
有
力
候
補
の
蘇
貞
昌
も
、
台
南
市
長
の
頼
清
徳
も
、
予
め
不

出
馬
を
表
明
し
て
、
蔡
英
文
一
人
が
候
補
者
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
、

内
部
対
立
に
悩
ま
さ
れ
る
民
進
党
の
姿
は
な
か
っ
た
。

昨
年
十
月
に
来
日
し
た
蔡
英
文
は
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
支

援
者
の
会
で
「
四
年
前
で
あ
れ
ば
皆
さ
ま
の
前
で
す
べ
て
の
同
志
が
蔡

英
文
派
で
あ
る
と
い
う
自
信
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
、

し
か
し
「
今
回
は
違
い
ま
す
。
私
は
自
信
を
も
っ
て
、
我
々
は
全
員
蔡

英
文
派
で
す
、
と
大
き
な
声
で
言
え
ま
す
」
と
高
ら
か
に
宣
言
し
た
。
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今
や
、
日
に
日
に
高
ま
る
中
国
の
圧
力
に
対
し
て
、
台
湾
が
吸
収
さ

れ
ず
に
主
権
を
守
り
、
繁
栄
を
勝
ち
取
る
た
め
に
、
台
湾
人
が
結
束
し

て
対
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
で
あ
っ
て
、
国
内
の
政
党
間
対
立

に
現
を
抜
か
し
て
い
ら
れ
る
時
で
は
な
い
。
民
進
党
は
、
台
湾
の
総
意

を
代
表
し
て
、
包
容
力
あ
る
政
治
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◆

新
た
な
蔡
英
文
の
新
た
な
全
民
政
府
の
出
発

本
人
が
断
言
し
た
よ
う
に
、
今
回
の
総
統
選
挙
は
「
皆
さ
ま
の
前
に

い
る
の
は
、
も
は
や
か
つ
て
の
蔡
英
文
で
は
あ
ま
せ
ん
」
と
い
う
、
新
・

蔡
英
文
と
し
て
の
戦
い
だ
っ
た
。

お
嬢
さ
ん
育
ち
か
ら
海
外
留
学
、
そ
し
て
大
学
教
授
を
経
て
、
十
六

年
前
に
い
き
な
り
閣
僚
と
し
て
政
治
家
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
、
次
い
で

比
例
区
で
立
法
委
員
を
経
験
、
そ
の
任
期
途
中
か
ら
副
首
相
と
い
う

赫か
く

々か
く

た
る
経
歴
の
蔡
英
文
に
は
、
台
湾
の
民
情
に
寄
り
添
う
経
験
が
少

な
か
っ
た
。
研
究
者
、
そ
し
て
政
治
家
と
し
て
エ
リ
ー
ト
育
ち
の
蔡
英

文
が
、
台
湾
の
民
情
に
な
じ
む
機
会
を
得
ら
れ
た
の
は
、
前
回
総
統
選

挙
で
舐
め
た
苦
汁
の
お
陰
だ
っ
た
。「
雲
林
省
の
養
豚
者
の
気
持
ち
を

聞
き
、
台
東
の
原
住
民
の
村
落
で
収
穫
さ
れ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
山
の

中
で
子
供
た
ち
と
一
緒
に
寝
転
が
り
」、
お
嬢
様
政
治
家
で
あ
っ
た
蔡

英
文
は
、
台
湾
人
の
苦
労
と
努
力
が
身
に
染
み
た
、
台
湾
人
政
治
家
と

し
て
新
た
な
出
発
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
の
陳
水
扁
政
権
は
、
議
会
で
少
数
与
党
の
弱
体
政
府
の

運
営
の
た
め
、
行
政
院
長
に
国
民
党
の
軍
人
、
唐
飛
を
迎
え
た
「
全
民

政
府
」
と
し
て
発
足
し
た
。
当
初
の
支
持
率
は
案
外
高
か
っ
た
の
だ

が
、
原
発
問
題
が
原
因
で
、
わ
ず
か
四
カ
月
で
唐
飛
が
行
政
院
長
を
辞

任
。
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
今
回
の
蔡
英
文
政
府
は
立
法
院
で
も
安
定
過
半
数
を
持
つ

強
い
政
権
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
蔡
英
文
は
、「
改
革
を
支

持
す
る
す
べ
て
の
人
た
ち
と
一
致
団
結
」
す
る
た
め
、
民
進
党
で
権
力

を
独
占
せ
ず
に
、
す
べ
て
の
力
を
結
集
す
る
政
府
を
目
指
し
て
き
た
。

行
政
院
長
の
林
全
氏
は
無
党
籍
で
あ
り
、
な
お
か
つ
「
各
行
政
部
門

の
長
に
地
方
や
民
間
か
ら
も
人
材
を
登
用
す
る
」
方
針
を
と
っ
た
。
蔡

英
文
総
統
自
身
、
か
つ
て
無
党
籍
で
、
大
陸
委
員
会
主
任
委
員
を
務
め

た
四
年
間
の
経
験
が
あ
る
が
、
こ
の
た
び
は
幅
広
い
民
意
の
結
集
で
台

湾
の
活
力
の
高
揚
と
、
改
革
を
進
め
る
た
め
の
積
極
策
で
あ
る
。

◆

新
た
な
日
台
関
係
の
出
発

蔡
英
文
総
統
の
誕
生
が
決
ま
っ
た
一
月
十
六
日
の
夜
、
岸
田
外
相
は

「
基
本
的
な
価
値
観
を
共
有
し
、
緊
密
な
経
済
関
係
と
人
的
往
来
を
有

す
る
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
大
切
な
友
人
」
と
台
湾
を
評
し
、

「
協
力
と
交
流
の
さ
ら
な
る
深
化
」
を
図
る
と
し
て
「
祝
意
」
を
表
し

た
。
二
日
後
の
十
八
日
に
は
、
参
議
院
予
算
委
員
会
で
、
全
閣
僚
出
席

の
下
、
安
倍
首
相
は
、
蔡
英
文
総
統
の
当
選
に
改
め
て
「
祝
意
」
を
示

し
た
上
で
「
台
湾
は
古
く
か
ら
の
友
人
だ
、
自
由
な
言
論
の
上
に
選
挙
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で
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
る
総
統
選
は
台
湾
の
自
由
と
民
主
主
義
の
証
し
と

考
え
る
」
と
述
べ
た
。

蔡
英
文
総
統
の
側
近
で
、
新
政
権
の
国
家
安
全
会
議
秘
書
長
を
務
め

る
呉
釗
燮
は
「
安
倍
晋
三
首
相
率
い
る
日
本
政
府
は
台
湾
に
友
好
的

だ
」
と
の
認
識
に
立
っ
て
、
民
進
党
政
権
が
「
こ
の
黄
金
期
に
民
間
、

経
済
、
政
治
分
野
の
交
流
を
強
化
で
き
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
」
と
述

べ
た
。
ま
た
、
駐
日
代
表
と
な
る
謝
長
廷
・
元
行
政
院
長
は
、
日
台
関

係
は
「
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
か
、
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関
係
に
変
え

た
い
」
と
意
欲
的
だ
。

か
ね
て
か
ら
蔡
英
文
は
、
台
湾
の
総
統
は
「
民
主
・
自
由
・
人
権
を

共
有
す
る
日
米
と
の
関
係
を
重
視
し
、
優
先
す
べ
き
だ
」
と
の
考
え
を

示
し
て
き
た
。
ま
た
「
台
湾
と
米
国
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

構
築
を
進
め
た
い
」
と
し
つ
つ
、
台
湾
は
東
ア
ジ
ア
地
域
の
安
定
に
関

与
す
べ
き
だ
と
考
え
、「
米
国
と
そ
の
東
ア
ジ
ア
で
の
同
盟
諸
国
（
つ

ま
り
日
本
）
と
の
連
携
も
強
化
せ
ね
ば
ら
な
い
」
と
語
っ
て
い
た
。
昨

年
十
月
に
来
日
し
た
際
に
も
、
日
本
の
安
全
保
障
法
制
に
つ
い
て
「
日

本
が
地
域
の
平
和
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
述
べ
た
。
つ
ま
り
、
日
米
台
協
力
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
の
安
定
が
蔡
英

文
総
統
の
持
論
な
の
だ
が
、
こ
の
構
想
実
現
に
は
安
倍
政
権
の
今
が
ま

さ
に
好
機
で
あ
る
。

さ
ら
に
蔡
英
文
総
統
は
「
台
湾
と
日
本
の
産
業
の
連
携
」
を
求
め
、

台
湾
と
日
本
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
や
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
ス
マ
ー
ト
・
シ
テ
ィ
な
ど
の
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
協
力

し
、
よ
り
緊
密
な
日
台
産
業
同
盟
を
構
築
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
よ
り
強
い
影
響
力
を
持
つ
こ
と
に
も
期
待
し
て
い
る
。

し
か
し
、
選
挙
で
圧
勝
し
て
、
国
民
か
ら
の
強
い
支
持
を
受
け
て
政

権
が
ス
タ
ー
ト
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
蔡
英
文
総
統
の
構
想
が
す
ん
な

り
実
現
す
る
ほ
ど
事
は
簡
単
で
は
な
い
。
む
し
ろ
中
国
の
圧
力
と
、
中

国
経
済
悪
化
と
い
う
環
境
の
下
で
、
停
滞
す
る
台
湾
経
済
を
引
き
上
げ

る
の
は
相
当
困
難
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ
し
て
経
済
が
低
迷
し
続

け
れ
ば
、
気
ま
ぐ
れ
な
民
意
は
蔡
英
文
を
支
え
続
け
て
は
く
れ
な
い
。

蔡
英
文
政
権
の
ス
タ
ー
ト
を
前
に
五
月
六
日
、
台
湾
で
新
た
に
超
党

派
の
「
台
日
交
流
聯
誼
会
」
が
発
足
し
た
。
会
長
は
民
進
党
か
ら
初
の

立
法
院
長
と
な
っ
た
蘇
嘉
全
氏
、
名
誉
会
長
に
は
国
民
党
の
王
金
平
・

前
立
法
院
長
、
そ
し
て
秘
書
長
は
蔡
英
文
総
統
側
近
の
蕭
美
琴
・
立
法

委
員
が
就
任
。
定
数
百
十
三
人
の
立
法
委
員
の
う
ち
百
四
人
が
名
を
連

ね
て
い
る
。
台
湾
側
の
日
本
へ
の
期
待
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
る
。

日
本
に
と
っ
て
、
台
湾
は
安
全
保
障
に
直
結
す
る
「
運
命
共
同
体
」

で
あ
る
。
日
台
の
機
運
が
一
致
し
て
い
る
今
、
日
本
が
、
経
済
、
安
全

保
障
の
両
面
か
ら
台
湾
を
、
蔡
英
文
政
権
を
支
え
る
べ
き
だ
。
日
台
関

係
基
本
法
の
制
定
も
、
そ
の
重
要
な
基
礎
を
提
供
す
る
も
の
に
な
る
。

こ
の
政
権
の
順
調
な
船
出
と
存
続
こ
そ
が
、
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
平

和
と
繁
栄
の
礎
と
な
る
。
今
こ
そ
、
日
台
関
係
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
時

で
あ
り
、
そ
の
空
前
の
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
。


